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CMH01120 OGS S1-0103-01G*5  
CMH01125 OGS S1-0103-05G*1 0.1～0.3mm 
CMH01130 OGS S1-0103-10G*1  
CMH01140 OGS S2-0306-01G*5 
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①荷重部骨欠損には、ブロック状同種骨（A）を移植する。
②壁欠損には、骨頭もしくは脛骨プラトーより板状の同種
骨（B）を移植する。
③残りの間隙には、チップ状同種骨（C）または人工骨顆
粒（D）を詰める。
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C

D
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２．移植骨の準備
荷重部用のブロック骨、内板、前後壁用の板状骨片、間隙用
のチップ骨、前後上壁用の三角錐又は楔状骨片、厚み調整用
の板状骨片等を準備すると種々の状況に対応できます。

3．臼蓋骨欠損の補填（図２）
最初に股臼内面の小孔にチップ骨を詰め、次に臼底部の骨欠損
を補填する板状骨片を設置します。その後、荷重部に移植骨用
のブロック骨を設置して、トライアルにてパレット部が移植骨の
外側面に広く接するように形成します。さらに、移植したブロッ
ク骨と母床の間隙にチップ状の移植骨を詰めます。その際、骨
欠損部に過剰な骨補填を行うと、スクリュー固定時にフックが外
れることがありますので、過剰な骨補填は避けて下さい。

4．KTプレートSの固定（図３、図４、図５）
遠位のスクリューホールから荷重方向にスクリュー固定を行い、
次に前方のスクリュー固定を行います。パレット部と移植骨との
間に間隙がある場合は、板状骨片を差し込み、後方のスクリュー
ホールに固定します。続いて、前後壁とプレート前後枝との間
に板状骨片をはさみ込み、カップトライアルにて、カップの 1
時と 11 時の方向に残っている前後上壁の骨欠損部にチップ骨
を詰めて、同部に三角錐又は楔状のブロック骨を打込み再建を
完了します。

5．プレートの固定性の確認（図６）
プレート固定後に、プレートフックのかかりを確認し、フックの
近位部分を打ち込み棒で圧迫します。この際に同部に動きがあ
れば、スクリューを少し弛めてパレット下や臼底部に薄い板状の
骨片を挿入後に再度スクリューを締め直します。

6．カップの固定
KT プレート S のドーム内に骨セメントでポリエチレンカップを
固定します。カップのサイズ選択は、カタログの一覧表記載の
適応標準カップを参考にして下さい。

①閉鎖孔上縁にフックをしっかりと掛ける。
②パレット部が臼蓋上外縁に直接当たるか、当たらない
場合はブロック状移植骨に接する。
③スクリューを荷重軸方向に刺入する。
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